
 

 

国立大学法人愛媛大学学長選考・監察規程第１１条に基づく 
仁科 弘重 学長の業績評価結果 

 
 
学長選考・監察会議決定の「学長に求められる資質・能力」が発揮されている

こと並びに選考の際に提出された所見及び中期目標・中期計画の達成に向けて、
学長の職務が適切に遂行されていることを確認した。 
 
【特色・強み】 
＜大学経営・運営全般＞ 
○ 学問・研究者のキャリアの上に大学経営の手腕やマネジメントに係る豊富
な知識と経験を有し、幅広い層の意見集約を含む多角的な観点から、適確か
つ、時には柔軟な判断や対応を行うことができ、力強い実行力と状況の変化
に対する柔軟な修正力を兼ね備えている。 

○ 総合戦略府の設置やダイバーシティの推進、部局長協議会での議論や各学
部との意見交換など、多様なメンバーとの交流を通し、関わる全ての人たち
のモチベーション向上に力を注いでいるほか、学長メッセージの発出等を通
じた構成員との信頼関係の醸成にも努めている。 

○ マネジメント力を発揮し、自己改革や新陳代謝を実行して更なる機能強化
を図ることを目的に、組織全体をリードする将来ビジョンを示した上で全学
的な予算として学長裁量経費を確保し、教育・研究・社会連携関連のビジョ
ン実現に向けた取組を実施するとともに、各部局が提案する本学の機能強化
に資する取組への積極的な支援、E.U.Regional Commons の新営を含むキャ
ンパス環境の充実等を力強く推進し、第４期、第５期中期目標期間における
本学の発展の礎を構築している。 

 
＜学長のリーダーシップ発揮＞ 
○ ステークホルダーとの協働を展開していることは、地域貢献型の大学を実
現するためのリーダーシップや交渉力を有する証である。 

○ 愛大学生コンピテンシーを軸に、時代に対応できる未来型人材の育成に向
けての多角的な施策を掲げ、その意義や価値について明確なビジョンを学内
外に力強く発信するとともに実現のためのリーダーシップを発揮している。 

○ 「学長と各学部との意見交換」の実施や、これまでにないインフォーマル
な形式で、大学の構成員から意見を吸い上げる機会を積極的に設ける一方で、
総合戦略府、総合戦略会議を設置するなど、学内の様々な意見に配慮しつつ、
今後を見据えた本学の方向性の検討について、社会連携分野にとどまらず、
教育、研究などの広い分野において的確に愛媛大学のブランドが向上するよ
うにリーダーシップを発揮している。 

○ 短期間に新たな構想に基づく学位プログラムを設置できたことは、社会が
求める人材の育成を遂行することができる全学的な組織改編を導いた学長
のリーダーシップの強みである。 

 
＜社会が求める人材の育成＞ 
○ 「研究科等連係課程制度」を積極的に利用した改組にリーダーシップを発

揮し、時代に対応できる未来型人材育成に寄与している。 
○ 「研究科等連係課程制度」を積極的に利用して、他の国立大学法人に先駆



 

 

けて令和４年４月に「医農融合公衆衛生学環」を設置し、さらに、令和５年
４月には「地域レジリエンス学環」を設置予定とし、短期間のうちに社会が
求める人材の育成を遂行することができるよう全学的な教育課程の改編を
成し遂げた。 

 
＜社会連携・地域連携の推進＞ 
○ 県内の幅広い方面のステークホルダー等との関係性や繋がりを築いてい
る。 

○ 社会のニーズをいち早く理解し、それに対して素早く対応する能力を持っ
ており、特に、社会連携の分野における活動が特色である。 

○ 地域貢献型の大学を実現するためのリーダーシップや交渉力を有してい
る。 

○ 地域恊働センター西条、南予など地域産業の活性化に貢献する研究開発に
加え、文系の地域密着型研究センターの設置、中予地区の地域協働センター、
アグリ・健康関連研究センターの計画など社会連携の取組を強みとした地方
大学独自の特性、優位性の発揮に努めている。 

○ 取組の一環として、新型コロナワクチン大学拠点接種（県内８大学等の延
べ２万９千人余への接種）を通して自治体の負担を軽減し、国民全体のワク
チン接種の加速化に貢献した。 

 
＜ダイバーシティの推進＞ 
○ 初の女性副学長（ダイバーシティ担当）を選任した上で、ダイバーシティ
推進本部長に学長自ら就任し、「愛媛大学ダイバーシティ推進ステートメン
ト」、「多様な性的指向と性自認（SOGI）を尊重する基本方針」を策定し、本
学の基本的な姿勢を学内外に発信するとともに、「学長戦略・若手教員等ポ
ジティブ・アクション事業」、「学長戦略・女性教員登用促進事業」を実施し
て副学部長・副研究科長に女性が就任することを促すなど、本学におけるダ
イバーシティ推進に積極的に寄与している。 

 
 
本学の強みを活かした戦略の策定・実施や管理運営の改革を推進していく中

で、地域から信頼され、愛される大学を目指して引き続き尽力されることを期待
する。 
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